
① 東海地方と北陸地方が近くなります。

※小型車の場合は約１５分の短縮

一宮ＪＣＴから小矢部砺波ＪＣＴ間では、北陸道よりも東海北陸道での利

用が大型貨物車の場合、時間で約３５分※、走行距離で約６５㎞の短縮

となり、太平洋側と日本海側の繋がりが強くなり、利便性向上に大きく貢

献します。

◆全線開通への期待の声（利用意向理由）

・日本海側から太平洋側へ早く行ける （小矢部川ＳＡのお客様）

・北陸道より距離が近くなる （呉羽ＰＡのお客様）

・ぐるっとまわることがなくなるので （養老ＳＡのお客様）

出典 ＮＥＸＣＯ中日本資料 「高速道路・自動車専用道路の利用に関するアンケート（2007 年 12 月）」

※所要時間の算定：高速道路の規制速度をもとに算出

※（ ）は小型車

名神・北陸道経由

２４９㎞

３時間１０分
（２時間５０分）

東海北陸道 経由

１８５㎞

２時間３５分
（２時間３５分）

約３５分、約６５km短縮

東
海
北
陸
道

北
陸
道

別紙 3
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②-1 一般道の代替機能を発揮します。

出典 岐阜県総合防災ポータルHP

事例③：1999年9月18日～22日

台風災害により通行止めになった国道156号

の迂回・代替路として、開通前の白鳥IC～

高鷲IC間を５日間無料開放しました。

事例①：２００６年1月14日～16日

豪雪による雪崩により通行止めになった

国道156号の迂回・代替路として白川郷

IC～五箇山IC、高鷲IC～荘川IC間を無料

開放しました。

事例④：

大型車の離合が不可能な区間があります出典 NEXCO中日本資料

出典 富山県

事例②：２００６年1月20日～４月18日

土砂崩れにより通行止めになった国道

156号の迂回・代替路として、白川郷IC

～五箇山IC間を約３ヶ月間無料開放しま

した。

自然災害などの発生に伴う、一般道通行止め時の備えが必要です。東海北

陸自動車道は、一般国道１５６号の代替路として機能します。

五箇山IC

白川郷IC

飛 清見IC

荘川IC

高鷲IC

白鳥IC

事例④大型車離合不可能

事例①、②(無料開放)

白川郷IC～五箇山IC

代替路として

利用が可能

事例①(無料開放)

高鷲IC～荘川IC

事例③(無料開放)

白鳥IC～高鷲IC×: 支障発生場所

10



②-２ 高速道路ﾈｯﾄﾜｰｸの完成により信頼性が向上します。

道路ネットワークも東海・東南海地震などの大規模災害への備えが必要

です。東海北陸自動車道は、北陸自動車道や中央自動車道・上信越自動

車道と相互に代替路としての機能を確保します。

新潟方面新潟方面

関西方面関西方面

東
海

北
陸
自

動
車
道
ル
ー
ト

中
央
道
・
上
信
越
道
ル
ー
ト

北
陸
自
動
車
道
ル
ー
ト

大規模地震に備えた代替路

（リダンダンシー）機能を確保します

◆新潟県のトラック輸送における物流量の内訳

出典 物流センサス(2005)

東海・近畿で

２２％

東北
14%

その他
14%

近畿
13%

関東甲信
50%

東海
9%

◆東海・近畿に主要取引先を持つ新潟県の

企業（製造業）

業種 企業数 割合 企業数 割合
鉄鋼・非鉄金属製造業 5 9.3% 11 20.4%
金属製品製造業 10 8.4% 24 20.2%
機械工業 36 13.8% 45 17.2%
その他の製造業 4 3.6% 6 5.4%

合計 55 10.1% 86 15.8%

近畿東海

東海・近畿と新潟県の

企業連携の寸断回避に貢献

東海：岐阜県、静岡県、愛知県、三重県

近畿：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山

出典 新潟県会社要覧（2008年版）

■新潟県中越地震における事例
新潟県中越地震で関越自動車道が通行止めの際、
磐越自動車道と上信越自動車道が代替路として機能

出典 （独）日本高速道路保有・債務返済機構資料
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③ 救急医療体制（医療施設までの搬送時間短縮）を支援します。

0.0 0.5 1.0 1.5

白川村～市立砺波総合病院

白川村～高山赤十字病院
（開通後）

白川村～高山赤十字病院
（開通前）

（時間）

本巣市

東白川村

下呂市

大野市

市町

白山市

立山町

本巣市

東白川村

下呂市

大野市

市町

白山市

立山町

郡上市

白川村

飛騨市

砺波市

南砺市

富山市

金沢市

高山市

富山県

岐阜県

石川県

大野市

勝山市

小松市

能美市

川北町

野々市町

白山市

かほく市

内灘町

宝達志水町

滑川市

舟橋村

魚津市

上市町

立山町

黒部市

大野市

勝山市

小松市

能美市

川北町

野々市町

白山市

かほく市

内灘町

宝達志水町

滑川市

舟橋村

魚津市

上市町

立山町

黒部市

白川村

飛騨市

津幡町

高岡市

砺波市

南砺市

小矢部市

射水市

富山市

金沢市

高山市

白川郷IC白川郷IC

飛騨清見IC飛騨清見IC

白川村から高山赤十字病院までの所要時間が、約４５分短縮されます。また、

複数の高度医療施設が身近になり、県間を跨いだ医療連携が期待されます。

高山赤十字病院

市立砺波総合病院

白川村

約８５分

約４５分

約４０分

所要時間

約４５分短縮

走行距離

約３０Km 短縮

「ヘリ離着場整備による救急活動への支援

ＮＥＸＣＯ中日本では、高速道路において発生

した傷病者への対応を早急に行うため、飛騨

河合パーキングエリア内にヘリコプター専用離

着場を整備して、救急活動を支援します。

市立砺波総合病院 高山赤十字病院
内科 内科
小児科 小児科
産婦人科 産婦人科
外科 外科
脳神経外科 脳神経外科
泌尿器科 泌尿器科
放射線科 放射線科
皮膚科 皮膚科
耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科
眼科 眼科
精神科 精神科(心療内科)
歯科口腔外科 歯科口腔外科(歯科)
整形外科 整形外科
リハビリテーション科 リハビリテーション科
大腸肛門科 循環器科
放射線治療科 呼吸器科
核医学科 消化器科
救急科・ICU・HCU 麻酔科
緩和ケア科
形成外科
口唇口蓋裂センター
東洋医学科
麻酔ペインクリニック
病理科
女性骨盤底再建センター
内視鏡センター
人工透析センター
健診センター
化学療法室

共
通
の
診
療
科
目

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
特
有
の
診
療
科
目

■それぞれの病院特有の診療科目に応じ

た医療施設の選択が可能になります

東海北陸道の開通により、高山赤十字病院からの６０分カバー圏※が拡大し、

地域の医療環境が向上します。また、周産期死亡率の高い飛騨地域の救急

医療体制を支援します。

約85分

約 40分

約 45分

高山赤十字病院

凡例

60 分圏域

拡大圏域

新たに約 2,000 人の

医療環境が向上 周産期死亡率の推移

出典 人口動態統計（厚生労働省）

人口動態統計（飛騨地区保健所）

※６０分カバー圏域は、富山県まで対象となるが

岐阜県内を対象として作成

※所要時間の算定：高速道路の規制速度をもとに算出、一般道は道路時刻表（’07～’08）等で算定

※６０分カバー圏とは、カーラー曲線により、「出血多量」の場合において死亡率がほぼ１００％未満となる地域

※カーラー曲線とは、 心臓・呼吸停止、多量出血してからの、時間の経過による死亡率の変化を示した曲線

・周産期：妊娠満２２週から生後満７日未満までの期間。

・周産期死亡率：年間の 1000 出産に対する周産期死亡の比率

・周産期医療：周産期を含めた前後の期間における突発的な緊急事態に

備えて産科・小児科双方からの一貫した総合的な医療体制を指す。

出典 各病院HP（2008年3月現在）

8.4

5.2

8.68.4

5.1

5.4
5.9

5.3

5.0 4.8 4.7

3

4

5

6

7

8

9

2003 2004 2005 2006

高山市

岐阜県

全国

高山市の周産期

死亡率は 8.4

※ 高山市の 2003、2004 のデータは、市町村合併前のため、

旧市町村の数値からＮＥＸＣＯ中日本が試算。(2006 は未公表)
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④ 大気環境が改善されます。

森林の CO2 吸収を 10.6t-CO2/ha・年と換算（出典：IPCC 土地利用,土地利用変化および林業に関する優良手法指針）

大型車が 40km/h で平均走行距離(約 26km)を走行した場合に排出する NOx 量に換算(4.4g/km・台)

（出典：高速道路便覧 2007，H17 年度道路政策評価通達集）

500mlペットボトル 1本は SPM 約 100g として換算

※客観的評価指標の定量的評価指標の算出方法について（案）平成１５年１１月，国土交通省に基づき算定。

※H19 年度末における道路ネットワークをもとに東海北陸自動車道 飛騨清見～白川郷間が開通したものと仮定し算定。

東海北陸自動車道の開通による交通転換で、走行環境が改善されるこ

とにより、CO2，NOx，SPM の排出量が削減され、地球温暖化防止など大

気環境の改善に貢献します。

■ＣＯ２（二酸化炭素）排出量の削減
森林約３，２１０ｈａの二酸化炭素吸収量に相当

兼六園の面積（約１１ｈａ）の約２９０倍に相当

ＣＯ２削減量

年間 ３.４万トン

■ＮＯｘ（窒素酸化物）排出量の削減
大型車約９７万台の年間排出量に相当

ＮＯｘ削減量

年間 １１１トン

■ＳＰＭ（浮遊粒子状物質）排出量の削減
ペットボトル約６.５万本に相当

ＳＰＭ削減量

年間 ６.５トン

×２９０倍

約6.5万本

約97万台

13



⑤ 北陸地方における企業立地を促進します。

0.56

0.69

0.86

0.98
1.06

0.61

0.81

1.06
1.27

1.17

0.65
0.76

0.98

1.31

1.10

0.74

0.84

1.07

1.21

1.39

0.00

0.50

1.00

1.50

2002 2003 2004 2005 2006

図 有効求人倍率の推移

全国

富山県

石川県

岐阜県

（倍）

24

13 12
14

18

12

32 32

41

25

6

25

4646

36

0

10

20

30

40

50

富山 石川 岐阜

図 工場立地件数の推移

2002 2003 2004 2005 2006

（件）

勝山市

小松市

加賀市

羽咋市

能美市

川北町

野々市町

白山市

かほく市

内灘町

宝達志水町

中能登町

滑川市

氷見市

黒部市

舟橋村

魚津市

上市町

立山町

黒部市

朝日町

勝山市

小松市

加賀市

羽咋市

能美市

川北町

野々市町

白山市

かほく市

内灘町

宝達志水町

中能登町

滑川市

氷見市

黒部市

舟橋村

魚津市

上市町

立山町

黒部市

朝日町

白川村

飛騨市

津幡町

高岡市

砺波市

南砺市

小矢部市

射水市

富山市

金沢市

高山市

富山県

石川県

●１
●2

●4

●3

●6●5

●7●8●9
●10

●11
●12

●13

●14●15
●16

●17

●18

●19
●20

●21
●22

●23

●24

●25

●27

●26

●42

●41

●31

●34

●32
●33

出典 工場立地動向調査 出典 職業安定業務統計

■さらに、富山県などでは工業用地の新規分譲・計画が続いています。

凡例

：造成済（分譲を開始している用地）

：造成中（企業からの購入希望多数によ

り造成中の用地）

：計画中（企業からの購入希望多数にな

れば造成を開始する用地）
出典 各県資料（2008.3現在）

◆富山、石川、岐阜の工場用地

※）石川県は造成中、岐阜県は飛騨市

のみを記載している。

富山、石川、岐阜では、新規の工場立地が増加しており、雇用や生産

額の伸びともに好調です。東海北陸道の全線開通は、南北の連携が強化

され、更なる北陸地域の産業の発展が期待されています。

番号 名称 造成状況
1 入膳 計画中
2 入善海洋深層水企業団地 造成済
3 石田 造成済
4 有山 計画中
5 利田 計画中
6 塚越 計画中
7 花崎・上大浦 計画中
8 大沢野西部 計画中
9 富山八尾中核 造成済
10 三田（栂尾） 計画中
11 西本郷 造成済
12 呉羽南部企業団地 造成中
13 富山新港 造成済
14 七美 造成済
15 富山新港中部 造成済
16 稲積リバーサイドパーク 造成済
17 小杉インターパーク 計画中
18 大島企業団地 造成済
19 広上 造成済
20 高岡オフィスパーク 造成済
21 岩坪 計画中
22 四日市 計画中
23 上田子 造成済
24 東般若 計画中
25 青島 計画中
26 小矢部フロンティアパーク 造成済
27 福光梅原南 造成済

金沢市 31 河原市 造成中

32 矢田野 造成中
33 串町 造成中

白山市 34 旭 造成中
41 旧神岡工業高校跡地 造成済
42 北陸電気工業古川工場跡地 造成済

飛騨市

富山県

石川県

岐阜県

県東部

県中部

県西部

小松市
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⑥－１ 東海及び北陸地方での広域観光を支援します。

9.9

4.8 4.8

6.1

8.3
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光
入
込
客
数

（
万
人

）

外国人観光入込客数
（旧高山市以外）

外国人観光入込客数
（旧高山市）

東海北陸道の開通による移動時間の短縮で生じる余暇時間を利用した訪

問先の増加が図られ、東海・北陸地方における広域観光を支援します。

また、外国人観光客に人気の高い高山市を起点とした北陸側への観光の

利便性向上が期待されます。

東海北陸道周辺主要観光地ＭＡＰ

■高山市の外国人観光客が増加。アジアからの観光客が多く前年比の約１.２倍。

外国人観光ツアーの中には、高山－金沢間を結ぶルートも見られます。

図 高山市外国人観光入込客数

アジア
60%

ヨーロッパ
17%

北米
14%

オセアニア
5%

その他
4%

図 高山市外国人観光客の構成（2006）

前年比の

約１．２倍

高山

金沢 五箇山

白川郷

東海
北陸

道

高山

金沢 五箇山

白川郷

東海
北陸

道

所要時間が

約４５分短縮

出典：高山市観光統計

出典：高山市観光統計

成田国際
空港

東京

大阪

関西国際

空港

福井
高山

白川郷

金沢

【旅程】１０泊１１日
【ツアースケジュール】
１日目 中国発
２日目 成田空港着
３日目 東京（明治神宮等）
４日目 日光
５日目 箱根（富士山）
６日目 京都
７日目 京都
８日目 高山
９日目●金沢（白川郷）

１０日目 京都or東京
１１日目 空港
【料金】＄２,５６０

●：バス移動

【旅程】１０泊１１日
【ツアースケジュール】
１日目 中国発
２日目 成田空港着
３日目 東京（明治神宮等）
４日目 日光
５日目 箱根（富士山）
６日目 京都
７日目 京都
８日目 高山
９日目●金沢（白川郷）

１０日目 京都or東京
１１日目 空港
【料金】＄２,５６０

●：バス移動

■中国からのツアーの例（高山～金沢間はバス移動）

◆高山～金沢間の時間短縮 ◆高山～金沢間の時間短縮による新たな観光訪問の一例

新たな
観光地
訪問

（移動） 金沢

金沢（移動） 五箇山

（移動） 白川郷 （移動） 五箇山 （移動）

（移動）飛騨高山

飛騨高山

（移動） 白川郷

9:00 11:00 12:30 14:0014:30 16:00 17:00

9:00 11:00 11:40 13:10 13:40 15:10 15:50 17:0016:30

移動時間の短縮により生じた余暇時間を利用して新たな

観光地（砺波チューリップ公園など）を訪問可能に。

15



⑥－２ 飛騨地方や富山の観光地の発展に貢献します。
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132

112
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150

200
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350

1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

白川村・高山市・沿線市町村の観光入込客数の推移

白川村

高山市

沿線市町村

（％）

◆名古屋駅～高岡駅の所要時間と料金（東海北陸道全線開通後）

・所要時間の比較 ・料金の比較

■新たな高速バス路線も加わり、東海から富山の観光地への誘客に期待

１ヶ月あたり平均利用者数の推移

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

98年度 99年度 00年度 01年度 02年度 03年度 04年度 05年度 06年度

岐阜－郡上八幡・白鳥線 名古屋－美濃・関線

名古屋－郡上八幡線 高山－京都・大阪線

古川・高山－名古屋線 下呂・高山～白川郷・金沢線

（人/月）
東海北陸道を利用

白鳥IC

郡上八幡IC

飛騨清見IC

荘川IC

関IC

一宮木曽川IC

岐阜各務原IC

一宮JCT

白鳥

美濃
・関

岐阜

名古屋

郡上
八幡

高山

富山

8便/日

8便/日

34便/日

36便/日

44便/日

72便/日

98便/日

64便/日

34便/日

大阪
京都

8

2

24

8

4 4 18 426

金沢

白川郷IC

福光IC

五箇山IC

4

R156

白川郷

岐阜県内では、白川村、高山市の観光客数の増加が顕著です。

また、東海北陸道を利用した高速バスは、この１０年間で約６倍、利用者

数は約５倍に増加しています。

東海北陸道の開通により、北陸側から飛騨地方への、また東海側から北

陸側へのアクセス改善により更なる観光客の増加が期待されます。

■白川村・高山市での観光客が増加

東海北陸道を利用

白鳥IC

郡上八幡IC

関IC

一宮木曽川IC

岐阜各務原IC

白鳥

美濃
・関

岐阜

名古屋

郡上
八幡

6 4 4

6便

14便

8便

4便

■高速バスの便数は１０年で約６倍、利用者数は約５倍増加

２００７年１９９８年

出典 岐阜乗合自動車（株）、濃飛乗合自動車（株）資料

※出典：高速バス事業者

ＨＰより作成
白川郷ＩＣ～五箇山ＩＣ（2002）

荘川ＩＣ～飛騨清見ＩＣ、五箇山ＩＣ～福光ＩＣ（2000）

白鳥ＩＣ～荘川ＩＣ（1999）

一宮 JCT～尾西ＩＣ（1998）

（名神高速道路と接続）

約５倍に増加

※）沿線市町村：飛騨市、関市、郡上市、美濃市、岐阜市、各務原市

2.0 2.5 3.0 3.5

自動車

鉄道

（時間）

約１０分の差約３時間５分

約３時間１５分

（※１）7,960 円（名古屋～高岡駅）

（※２）3,500 円（名古屋～高岡駅 イルカ交通 HP から引用）

※旅行時間の算出方法

鉄道は、在来線特急利用のみとし、時刻表（乗り継ぎ時間含）で算出

高速道路は規制速度、一般道は道路時刻表（’07～’08）等から算出

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

高速バス

鉄道

（円）

約7,960円（※１）

約3,500円 （※２）
４，４６０円

の差

白川村 2 百万人（2005）

沿線市町村 24 百万人（2005）

高山市 8 百万人（2005）
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⑦ 飛騨地方の生活圏域が拡大します。

富山県

長野県

岐阜県

石川県

福井県

滋賀県

愛知県
静岡県

富山県

長野県

岐阜県

石川県

福井県

滋賀県

愛知県
静岡県

東海北陸自動車道の全線開通により、高山市、白川村の１日行動圏域

（２時間圏）が拡大し、大型ショッピングセンター等多様な施設の利用が可

能になります。また高山市からは小松空港が新たに２時間圏となります。

百貨店１店舗(小松市)を含む計８箇所

の大規模商業施設の利用が可能に。

小松空港が新たに圏域に。

凡例
開通前２時間圏

開通後２時間圏

■高山市からの２時間圏域

出典 NEXCO中日本調べ

大型ショッピングセンター

など計６５箇所の大規模商

業施設の利用が可能に。

小松空港

■白川村からの２時間圏域

高山市

白川村
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⑧ 北陸地方と東海地方の自治体間の連携を支援します。

岡崎市

一宮市

豊田市

岐阜市

高山市

金沢市

富山市

高岡市

白川郷IC白川郷IC

飛騨清見IC飛騨清見IC

富山県

長野県

岐阜県

石川県

福井県

滋賀県

三重県

愛知県
静岡県

東海北陸道の開通を契機に、観光分野や防災分野などで自治体間協定

の動きなどが見られます。

都市間交流協定

富山市－岐阜市
（2007.12.26）

観光交流都市協定

金沢市－豊田市
（2007.10.18）

災害時応援協定

高岡市－一宮市
（2007.10.31）

観光交流都市協定

金沢市－岡崎市
（2007.10.18）

出典 金沢市HP，高岡市HP

岐阜市HP

観光交流都市協定

金沢市－高山市
（2008.3.3）

◆観光交流都市協定

（金沢市と豊田市、岡崎市、高山市）

東海北陸道の開通で交通アクセスが改善さ

れ、互いの交流を促進し、観光や地域経済

の活性化につなげる。歴史的、産業的な結

びつきを核に、相互の観光客誘致や、市民

同士の交流を通じ 連携を深める。

◆都市間交流協定

（富山市、岐阜市）

地域の活性化と豊かな市民生活に資するた

めに、圏域を超えた都市間交流を実現させ

る。「観光」・「環境」・「防災」の分野で交流を

図り、両市間において協議し、緊密な連携を

進める。

◆災害時応援協定

（高岡市、一宮市）

東海北陸道全線開通で両市間は２時間半程度

で結ばれることから、万一の地震や水害時に互

いに応援に出向く。大規模な災害時に、救出活

動や医療救護、飲料水・食料の供給、水道の復

旧、被災児童受け入れなどの応援を行う。
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⑨ 高速道路を利用するお客様も開通を待ち望んでいます。

★高速道路・自動車専用道路の利用に関するアンケート

2007 年 12月 2日（日）、「養老 SA」「尾張一宮 PA」「ひるがの高原 SA」「呉羽 PA」「小矢部川PA」にて対人調

査および調査票配布調査を実施

[期待の声]

観光で白川郷や北陸の温泉に行くのに走

りやすくなる （養老ＳＡのお客様）

スキー、スノーボードをしに行きやすくなる

（養老ＳＡのお客様）

名古屋方面に行くのが便利になること（今

までは北陸自動車道経由で遠回りだった）

（呉羽ＰＡのお客様）

東海地区より日本海側への観光及び物流

の流れが良くなり地域が元気になる

（ひるがの高原ＳＡのお客様）

高速道路を利用するお客様を対象にアンケート調査を実施したところ、約

９割の方が開通後に「利用する」と回答され、高い需要がうかがえます。

東海北陸道の利用意向 （ｎ＝1,415）

■利用すると回答された方のうち、「移動時間の短縮」という理由が約７５％と多く、

「時間短縮効果」に期待していることがうかがえます。
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1%

12%

87%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

利用しない

利用する

東海北陸道の経路選択理由 （ｎ＝1,238）

1,238

166

3%
1% 1%

45%

32%
18%

大いに期待する

期待する

どちらでもない

あまり期待しない

期待しない

無回答

東海北陸道への期待度 （ｎ＝1,238）
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その他・参考資料
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【１】環日本海経済圏での国際競争力の強化を支援します。

0
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伏木富山港

金沢港

七尾港

（万トン）

1,357 1,496 1,491 1,673
2,083

2,623
3,196
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971

1,191

1,586

2,093

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

（億円）

輸出額

輸入額

■伏木富山港の取扱貨物量は 2000 年の約１.２倍、輸出額は約２.６倍、輸入額は約２.４倍

伏木富山港は、日本海側の特定重要港湾の一つであり、輸出入が増

加しています。特に東アジア（ロシア、韓国、中国など）への輸出の伸びが

顕著です。東海北陸道の全線開通により、中部圏と伏木富山港のアクセ

スが向上し、国際競争力の強化に貢献します。

■ 伏木富山港の輸出額は５年で２.６倍に増加

ロシアなどの増加が顕著 輸出品の約７割が完成自動車

北陸特定重要・重要港湾の取扱貨物量

出典 各県の港湾統計 出典 環日本海経済交流センターHP

伏木富山港貿易額の推移

取扱貨物量は

2000 年の

約１.２倍
輸出額は

2000 年の

約２．６倍

輸入額は

2000 年の

約２.４倍

伏木税関管内輸出額の推移
（上位５カ国の動向）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

（億円）

ロシア

大韓民国

中華人民共和国

台湾

アメリカ

香港

その他

ロシアは５年で１０倍以上増加

主な輸出品は、輸送用機器、電気機器

出典 環日本海経済交流センターHP

金属くず
11%

その他
6%

製材2%金属製品1%

化学薬品
2%

その他
日用品

1%

染料、塗料、合成
樹脂、その他化学

工業品
5%

完成自動車
72%

輸出量
1,765 ,3 32トン

原油
32%

石炭
17%

木材チップ
15%

原木
9%

その他
16%

製材
3%

非鉄金属
3%

その他日用品
4%

輸入量
6,756,119トン

出典 伏木富山港事務所HP

伏木富山港輸出入貨物の内訳(2006年)

輸出品の

約７割が

自動車

白川郷ＩＣ～五箇山ＩＣ（2002）

荘川ＩＣ～飛騨清見ＩＣ、五箇山ＩＣ～福光ＩＣ（2000）

上海

寧波

青島

大連
天津

至 モスクワ

ボストーチヌイ

ウラジオストク

釜山

蔚山 伏木富山港光陽

ロシア航路

韓国航路

中国航路

中国・韓国航路

出典 伏木富山港ポートセールス事業推進協議会ＨＰをも

とにNEXCO中日本で作成

※関係者へのヒアリング

伏木富山港からロシア・韓国・中国への航路

・中古車輸出も可能なﾌｪﾘ

ｰ航路が週１便ロシアへ直

行。※所要日数は２日

・太平洋側からは※平均

４日を要すため、伏木富

山の需要拡大が期待され

る。

959 956 978 1,098 1,134 1,202 1,152
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【２】飛騨地方の通勤通学の支援が期待できます。

高山市～白川村間では、就業・通学者の交流もあり、東海北陸道の開通

により、一層の連携強化が期待されます。

白川郷IC白川郷IC

飛騨清見IC飛騨清見IC
勝山市

小松市

能美市

川北町

野々市町

白山市

かほく市

内灘町

滑川市

舟橋村

魚津市

上市町

立山町

勝山市

小松市

能美市

川北町

野々市町

白山市

かほく市

内灘町

滑川市

舟橋村

魚津市

上市町

立山町

白川村

飛騨市

津幡町

高岡市

砺波市

南砺市

小矢部市

射水市

富山市

金沢市

高山市

富山県

石川県
白川村

高山市

◆白川村から他市へ通勤通学している人の割合

◆他市から白川村へ通勤通学している人の割合

出典 国勢調査（2005）

愛知県
6%

その他
県外
14%

その他
富山県

8%

その他
岐阜県
10%

南砺市
12%

高山市
31%

郡上市
19%

その他
県内
2%

高山市
25%

その他
富山県
12%

南砺市
57%

その他
県外
4%
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【３】沿線自治体の人口定着を支援します。
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白川村では、白川郷の世界遺産登録、東海北陸道の延伸などにより、雇

用機会が拡大しています。

■雇用機会の更なる増加を支援

出典 商業統計

■村内に高校のない白川村では高校就学世代の流出などの理由で分布が低いですが、高山方面

への時間短縮により、高山市までの通学が可能となり、在住地からの就学機会の増加が期待で

きます。

全国・岐阜県・白川村の年齢別人口分布

NEXCO 中日本では、高速道路関連社会貢献協議会の協力を得て、東海北陸道全通

後に白川村が運行を計画している白川村～高山市間の通学バスの運行経費の一部

（高速道路通行料金相当額）を支援することとなっています。

白川村の従業者数の推移

白川郷世界遺産登録（1995）

白川郷 IC～五箇山 IC（2002）

出典 国勢調査（2005）

五箇山 IC～福光 IC（2000）
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